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井
上
円
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行

shibata takayuki

は
じ
め
に

舩
山
信
一
は
明
治
哲
学
史
を
区
分
し
、
そ
の
第
一
期
を
明
治
三
年
か
ら
一
五
年
ま
で
の
「
実
証
主
義
の
移
植
」
の
時
期
と
し
、
第

二
期
を
一
五
年
か
ら
二
二
年
ま
で
の
「
観
念
論
と
唯
物
論
と
の
分
化
」
の
時
期
と
し
て
い
る（
１
）。
舩
山
に
よ
れ
ば
、
第
一
期
の
哲

学
は
実
証
主
義
で
あ
り
、「
実
証
主
義
は
観
念
論
と
唯
物
論
と
の
分
化
以
前
の
立
場
」
で
あ
る
。
続
く
第
二
期
の
特
徴
は
、「
前
期
に

お
け
る
実
証
主
義
が
一
方
観
念
論
へ
純
化
さ
れ
、
他
方
そ
れ
に
対
立
し
て
唯
物
論
へ
の
傾
向
が
現
れ
て
来
た
」
こ
と
に
あ
る（
２
）。
明

治
始
め
に
実
証
主
義
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
理
由
は
、「
当
時
の
世
界
哲
学
の
一
般
的
状
況
、
少
な
く
と
も
西
周
等
が
接
し
た
西
洋

哲
学
が
実
証
主
義
で
あ
っ
た
」
こ
と
、「
当
時
の
日
本
の
社
会
的
条
件
が
実
証
主
義
を
要
求
し
且
つ
可
能
に
し
た
」
こ
と
、
そ
し
て

「
日
本
の
伝
統
的
思
想
、
つ
ま
り
と
く
に
儒
教
、
及
び
国
学
＝
神
道
、
さ
ら
に
は
仏
教
に
も
実
証
主
義
が
あ
る
」
こ
と
に
あ
る（
３
）。

第
一
期
の
代
表
は
西
周
で
あ
り
、
西
は
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
、
そ
こ
で
コ
ン
ト
や
ミ
ル
ら
の
実
証
主
義
を
学
ん
だ
。
井
上
円
了
は
第

二
期
に
属
す
る
。
こ
の
よ
う
に
舩
山
は
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
舩
山
は
前
掲
書
増
補
版
収
録
の
補
遺
論
文
で
、
井
上
円
了
も
広
義
の

実
証
主
義
に
含
ま
れ
る
と
言
う
。
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観
念
論
の
も
う
一
人
の
代
表
者
で
あ
る
井
上
円
了
も
そ
の
現
象
即
実
在
論
、
形
而
上
学
的
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
む

し
ろ
そ
の
現
象
即
実
在
論
の
た
め
に
、
一
方
物
質
不
滅
、
勢
力
恒
存
、
因
果
永
続
、
進
化
（
大
化
・
輪
化
）
論
等
の
自
然
科
学

的
理
論
を

―
た
と
え
形
而
上
学
的
恣
意
的
に
解
釈
し
ま
た
批
判
す
る
と
い
う
形
に
お
い
て
で
は
あ
っ
て
も

―
吸
収
し
、
他

方

―
も
っ
と
も
こ
れ
は
前
の
こ
と
と
も
関
連
す
る
が

―
仏
教
に
お
け
る
一
種
の
実
証
主
義
に
よ
っ
て
、
実
証
主
義

―
経

験
批
判
主
義

―
を
含
ん
で
い
た
。（
４
）

こ
こ
で
舩
山
が
、
井
上
円
了
も
含
め
て
明
治
前
期
の
哲
学
が
広
義
の
実
証
主
義
に
含
ま
れ
る
理
由
と
し
て
、「
明
治
初
年
に
お
け

る
コ
ン
ト
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
さ
ら
に
ヘ
ッ
ケ
ル
な
ど
の
西
洋
実
証
主
義
の
受
容
」
と
と
も
に
「
明
治
以
前
の
日
本
の
伝
統
思

想
、
国
学
・
儒
教
・
仏
教
に
お
け
る
実
証
主
義
的
要
素
に
も
よ
る
」（
５
）
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

第
一
章

実
証
主
義
と
は
何
か

そ
も
そ
も
実
証
主
義
と
は
何
か（
６
）。

実
証
主
義
は
欧
米
語
のpositivism

の
邦
訳
語
で
あ
る
。
舩
山
は
前
掲
書
で
こ
の
邦
訳
語
の
沿
革
を
紹
介
し
て
い
る（
７
）。
そ
れ

に
よ
る
と
、
西
周
は
『
百
学
連
環
』（
一
八
七
〇
年
）
でpositive philosophy

を
「
実
理
上
哲
学
」
と
訳
し
、『
生
性
発
蘊
』

（
一
八
七
三
年
）
で
はpositivism

を
「
実
理
学
」、 positive philosophy
を
「
実
理
哲
学
」
と
訳
し
て
い
る
。
中
江
兆
民
は
『
理

学
沿
革
史
』（
一
八
八
五
年
）
でpositivism

を
「
実
際
派
」
と
訳
し
、『
理
学
鉤
玄
』（
一
八
八
六
年
）
で
は
「
著
実
派
」、『
続
一

年
有
半
』
で
は
「
限
実
派
」
と
訳
し
て
い
る
。
井
上
哲
次
郎
は
『
哲
学
雑
誌
』
第
一
二
三
号
掲
載
論
文
で
「
実
験
論
」
と
訳
し
、

一
九
一
一
年
の
同
誌
掲
載
論
文
で
は
「
積
極
論
」
と
訳
し
て
い
る
。
井
上
哲
次
郎
等
編
『
哲
学
字
彙
』（
一
八
八
一
年
）
で
は
「
実
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験
理
学
」、
同
一
九
一
二
年
版
で
は
「
実
証
論
」「
実
理
論
」「
積
極
論
」、
朝
永
三
十
郎
『
哲
学
辞
典
』（
一
九
〇
五
年
）
で
は
「
実

証
論
」「
実
験
論
」「
積
極
論
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
補
足
す
れ
ば
、
井
上
円
了
は
「
実
験
哲
学
」
な
い
し
「
実
験
学
」
と
訳

し
（『
哲
学
要
領
〔
前
編
〕』（
一
八
九
三
年
）、
清
沢
満
之
は
「
西
洋
哲
学
史
講
義
」（
一
八
八
九
〜
一
八
九
四
年
）
で
「
正
面
哲
学

（
正
定
哲
学
）」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、「
実
証
主
義
」
と
い
う
言
葉
は
一
九
〇
〇
年
以
降
に
使
わ
れ
始
め
た
訳
語
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』
に
よ
る
と
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
年
）
に
出
た
『
舎
密
開
宗
』
に
「
近
時
七
色

ヲ
越
列
機
ノ
両
極
ニ
配
シ
紅
ヲ
積
極
（
ポ
ス
チ
フ
）
ト
シ
菫
花
色
ヲ
消
極
（
ネ
ガ
チ
フ
）
ト
ス
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
そ
う
だ
が
、

「
越
列
機
」
と
は
エ
レ
キ
す
な
わ
ち
電
気
を
意
味
し
、
こ
こ
で
言
う
「
積
極
」「
消
極
」
は
今
日
の
「
陽
極
」「
陰
極
」
で
あ
り
、
こ

れ
は
中
国
語
に
由
来
す
る
。（
８
））

西
周
は
、
一
八
六
九
年
に
起
稿
し
た
『
学
原
稿
本
』
と
題
す
る
論
理
学
書
の
な
か
で
、「
命
題
を
得
た
る
と
き
再
ひ
様
と
量
と
の

考
へ
に
反
る
こ
と
あ
り
様
の
考
に
て
肯
定
を
表
テ
と
い
ひ
否
定
を
裏
ラ
と
い
ふ
」
と
述
べ
、
ま
た
『
百
学
連
環
』
で
は
、「positive

result

陽
表
効
及
びnegative result

陰
表
効
に
し
て
直
に
其
用
た
る
も
の
を
知
り
、
又
其
不
用
な
る
も
の
を
知
る
な
り
」、

「negative know
ledge

な
る
も
の
はpositive
な
る
も
の
と
相
関
係
し
て
是
の
真
理
を
知
る
と
き
は
彼
の
真
理
に
あ
ら
ざ
る
を
知

り
」、「Auguste Com

te

〔
中
略
〕
其
第
一
の
場
所
と
はtheological stage

即
ち
神
学
家
、
第
二
はm

etaphysical stage

即
ち

空
理
家
、
第
三
はpositive stage

即
ち
実
理
家
」
と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
明
六
雑
誌
』
第
二
三
号
（
一
八
七
四
年
）
掲
載
の

「
内
地
旅
行
」
と
題
す
る
小
論
に
は
、「
先
ツ
内
地
旅
行
ヲ
行
ツ
テ
利
ノ
ア
ル
方
ヲ
積
極
（
ポ
シ
チ
ー
ウ
）
ト
見
、
害
ノ
方
ヲ
消
極

（
ネ
ガ
チ
ー
フ
）
ト
見
ル
デ
ゴ
ザ
ル
」
と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
る（
９
）。

さ
ら
に
語
源
を
遡
ろ
う
。
英
語
のpositive

は
ラ
テ
ン
語
のpositivus
に
由
来
し
、「
置
く
」「
植
え
る
」「
立
て
る
」
な
ど
を
意

味
す
る
動
詞pono

を
語
源
と
す
る
。pono

の
名
詞positio

は
「
置
く
こ
と
」
の
ほ
か
に
「
場
所
」「
位
置
」「
主
題
」
な
ど
の
意
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味
を
有
し
、
英
語
で
はposition

と
な
る
。「
与
え
ら
れ
た
事
実
に
基
づ
く
」
と
い
う
意
味
でpositive

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る

が
、
こ
れ
は
そ
の
語
源
「
置
く
」
の
受
動
形
「
置
か
れ
た
」「
設
定
さ
れ
た
」
に
由
来
し
、
一
七
世
紀
に
神
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た

自
然
法
則
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
「
神
に
よ
っ
て
」
が
は
ず
さ
れ
、
神
ぬ
き
に
事
実
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ

た
。
麻
生
建
他
編
『
羅
独
・
独
羅
学
術
語
彙
辞
典
』（
哲
学
書
房
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
と
、
一
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
で
は

positivum

はbejahend
「
肯
定
的
」（
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
ら
）、bestim

m
end

「
規
定
的
」（
ラ
イ
マ
ー
ル
ス
）、positiv

（
ヴ
ォ
ル

フ
）、setzend

「
措
定
的
」（
フ
ロ
ベ
シ
ウ
ス
）
と
独
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
の
ド
イ
ツ
で
はpositiv

と
い
う
形
容

詞
は
「
肯
定
的
返
事
」「
好
影
響
」「
陽
画
」「
陽
性
反
応
」「
正
数
」
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
、positives Recht

は
「
実
定
法
」、

positive Philosophie

は
「
実
証
哲
学
」、posotive Behauptung

は
「
確
固
と
し
た
主
張
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る（
10
）。

positivism

と
い
う
言
葉
は
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
者
サ
ン
‐
シ
モ
ン
（Claude H

enri de Rouvroy, Com
te de Saint-

Sim
on, 1760-1825

）
が
最
初
に
使
い
、
そ
の
弟
子
の
コ
ン
ト
（Isidore Auguste M

arie François Xavier Com
te, 1798-

1857

）
が
広
め
た
と
言
わ
れ
る
。
コ
ン
ト
は
一
八
三
〇
年
か
ら
四
二
年
に
講
義
録
『
実
証
主
義
講
義
』（C

ours de philosophie 

positive, Paris 1830-42

）
全
六
巻
を
公
刊
し
、
実
証
主
義
の
元
祖
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
彼
の
師
で
あ
る
サ
ン

‐
シ
モ
ン
に
見
ら
れ
る
。
サ
ン
‐
シ
モ
ン
は
「
社
会
組
織
に
つ
い
て
の
試
論
」（
一
八
〇
四
年
頃
草
稿
）
で
、

十
七
世
紀
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
を
生
ん
だ
。
十
八
世
紀
に
は
厳
密
科
学
が
大
進
歩
を
と
げ
た

―
迷
信
的
な
考
え
が
粉
砕
さ
れ
た
。

十
九
世
紀
に
は
何
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
組
織
の
科
学
が
実
証
科
学
（une science positive

）
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
理
論
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
一
般
的
考
察
に
基
礎
を
お
く
で
あ
ろ
う
。
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と
述
べ
る（
11
）。
一
八
一
〇
年
の
『
新
百
科
全
書

―
趣
意
書
の
役
を
果
た
す
第
一
分
冊
』
で
は
、

す
べ
て
の
科
学
は
、
そ
の
理
論
的
部
分
に
お
い
て
さ
え
、
観
察
に
も
と
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
の
分
析

が
、
分
類
の
科
学
た
る
一
般
科
学
の
理
論
の
基
礎
に
す
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
述
べ
て
お
り（
12
）、
明
ら
か
に
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
の
先
駆
を
な
す
。
つ
づ
く
『
百
科
全
書
の
計
画

―
第
二
趣
意
書
』
で
も

十
九
世
紀
の
百
科
全
書
を
作
成
す
る
場
合
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
則
は
、
科
学
は
そ
の
全
体
に
お
い
て
も
そ
の
部
分
に

お
い
て
も
観
察
に
基
礎
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
で
あ
る
。（
13
）

こ
の
新
し
い
体
系
は
、
実
証
的
諸
科
学
に
従
事
す
る
学
者
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
発
見
す
る
自
然
の
諸
法
則
と
自
分
た
ち
の

定
め
る
道
徳
の
諸
原
理

―
す
べ
て
の
人
々
は
、
自
分
の
幸
福
の
た
め
、
自
分
の
家
族
お
よ
び
人
類
の
幸
福
の
た
め
、
自
分
の

力
を
用
い
て

―
科
学
的
ま
た
は
産
業
的
分
野
の
完
成
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
道
徳
的
原
理

―
を
教
え
る
権
限

を
与
え
ら
れ
る
、
教
会
と
呼
ば
れ
る
一
つ
の
集
団
に
統
合
さ
れ
る
時
に
、
完
全
に
組
織
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。（
14
）

と
い
う
よ
う
に
、
実
証
科
学
を
産
業
者
が
組
織
的
に
展
開
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
る
。

「
レ
ー
デ
ル
ン
へ
の
手
紙
」（
一
八
一
一
年
）
に
も
、
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科
学
の
全
体
と
諸
部
分
と
の
相
関
的
な
実
証
的
性
格
を
調
べ
て
み
れ
ば
、
全
体
と
諸
部
分
と
が
初
め
は
推
測
的
性
格
を
も
た
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
、
次
い
で
全
体
と
諸
部
分
と
が
半
ば
推
測
的
で
半
ば
実
証
的
な
性
格
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
最
後
に
全
体
と
諸
部
分
と
が
最
大
限
に
実
証
的
な
性
格
を
獲
得
す
る
に
ち
が
い
な
い
こ
と
、
が
わ
か
る
。
わ
れ
わ

れ
は
今
や
、
特
殊
諸
科
学
を
う
ま
く
要
約
す
れ
ば
実
証
哲
学
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
。（
15
）

と
あ
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
実
証
哲
学
宣
言
で
あ
る
。

サ
ン
‐
シ
モ
ン
の
『
産
業
者
の
教
理
問
答
』
の
第
三
分
冊
（
一
八
二
四
年
）
は
、
弟
子
の
コ
ン
ト
が
執
筆
し
た
。
コ
ン
ト
は
こ
れ

に
「
実
証
政
治
学
大
系
」
と
い
う
副
題
を
与
え
、
政
治
学
が
観
察
科
学
の
領
域
ま
で
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
目
論
見
を
立
て
る
。

第
一
の
目
的
は
、
ま
さ
に
、
一
方
に
お
い
て
、
実
証
科
学
と
み
な
さ
れ
る
政
治
学
に
広
く
い
き
わ
た
る
べ
き
精
神
を
明
ら
か

に
し
、
他
方
で
、
か
か
る
変
革
の
必
要
性
と
可
能
性
と
を
論
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
部
の
目
的
は
、
文
明
の
一
般
的
進
行

を
支
配
し
た
諸
法
則
に
つ
い
て
最
初
の
概
観
を
し
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
人
間
精
神
の
自
然
的
発
展
が
今
日
支
配
的
な
も

の
と
す
る
は
ず
の
社
会
体
制
に
つ
い
て
の
最
初
の
概
要
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
学
に
こ
の
〔
実
証
科
学
的

―
訳

者
〕
性
格
を
与
え
る
べ
き
作
業
を
素
描
す
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
第
一
部
は
社
会
物
理
学
（la physique sociale

）

の
方
法
を
、
第
二
部
は
そ
の
応
用
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。（
16
）

だ
が
、
こ
う
し
た
コ
ン
ト
の
目
論
見
に
対
し
て
師
の
サ
ン
‐
シ
モ
ン
は
、「
こ
の
著
作
は
、
わ
れ
わ
れ
の
体
系
の
一
部
分
し
か
説
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明
し
て
」
い
な
い
、
と
異
論
を
唱
え
る
。

彼
〔
コ
ン
ト
〕
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
見
地
、
つ
ま
り
、
今
日
物
理
・
数
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
っ
て
と
ら
わ
れ
て
い
る
見

地
に
立
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
能
力
を
あ
ら
ゆ
る
能
力
の
う
ち
で
最
高
な
も
の
と
、
唯
心
論
な
ら
び

に
産
業
的
能
力
と
哲
学
的
能
力
の
上
位
に
立
つ
べ
き
も
の
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。〔
中
略
〕
わ
れ
わ
れ
の
弟
子
は
、
わ
れ
わ

れ
の
体
系
の
科
学
的
部
分
し
か
扱
わ
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
体
系
の
感
情
的
お
よ
び
宗
教
的
部
分
を
少
し
も
説
明
し
な
か
っ
た
。（
17
）

だ
が
、
コ
ン
ト
は
師
の
警
告
を
無
視
し
て
自
ら
の
路
線
を
突
き
進
み
、
の
ち
に
実
証
主
義
の
古
典
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
大

部
の
『
実
証
主
義
講
義
』
を
著
す
。
こ
の
大
著
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
実
証
的
精
神
の
要
点
は
、
彼
の
『
通
俗
天
文
学
に
つ
い
て
の
哲

学
論
考
』（
一
八
四
四
年
）
の
巻
頭
言
を
単
行
本
化
し
た
『
実
証
的
精
神
叙
説
』
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
人

間
は
三
つ
の
異
な
っ
た
理
論
的
状
態
に
あ
り
、
第
一
が
神
学
的
、
第
二
が
形
而
上
学
的
、
そ
し
て
第
三
が
実
証
的
で
あ
る
。
実
証
的

状
態
の
原
理
は
事
実
の
み
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
実
証
的
諸
研
究
は
、「
事
実
存
在
す
る
も
の
」（ce qui est

）
に
つ
き
、
そ
の
最
初
の
起
原
お
よ
び
最
終
の
目

的
を
追
求
す
る
こ
と
を
断
念
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
於
い
て
そ
れ
を
組
織
的
に
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
た
だ
そ
れ
だ

け
に
止
ま
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
他
な
お
肝
要
な
こ
と
は
、
現
象
の
実
証
的
研
究
が
、
何
ら
絶
対
的
の
も
の
と
な
る
こ
と
な

く
、
つ
ね
に
わ
れ
わ
れ
の
構
造
お
よ
び
わ
れ
わ
れ
の
状
態
に
相
即
的
（relative

）
の
も
の
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。（
18
）
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た
だ
し
、
事
実
の
観
察
は
個
人
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、「
あ
ら
ゆ
る
真
の
人
間
結
合
（association hum

aine

）
の
必
然
的
基

礎
た
る
知
的
共
同
（com

m
union

intellectuelle

）」（
19
）
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
証
的
精
神
と
普
遍
的
良
識
（bon

sens
universel

）
と
は
根
本
的
に
一
致
す
る（
20
）。
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
実
証
的
」（positif

）
と
い
う
語
は
、「
現
実
」（le

reel

）、

「
有
用
」（l'utile
）、「
確
定
」（la certitude

）、「
明
確
」（le precis

）、
そ
し
て
「
消
極
的
」（negatif

）
の
反
対
、「
建
設
す
る
」

（organiser

）
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
「
絶
対
」
に
対
し
て
「
相
対
」（le relatif

）
を
含
意
す
る
こ
と
で
あ

る
。
観
察
さ
れ
る
「
事
実
」
の
背
後
に
い
か
な
る
原
理
や
根
源
も
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
実
証
主
義
の
要
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の

「
事
実
」
自
体
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
と
認
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
実
証
主
義
を
社
会
科
学
方
法
論
と
し
て
総
括
し
た
富
永
健
一
の
著
作（
21
）
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
富

永
に
よ
れ
ば
、
実
証
主
義
は
「
合
理
主
義
・
科
学
主
義
・
反
宗
教
・
反
形
而
上
学
の
立
場
を
最
終
的
に
集
約
し
た
も
の
」（
22
）
で
あ

り
、
そ
の
特
徴
は
「（
一
）
認
識
に
お
け
る
客
観
主
義
（
相
互
感
覚
性
・
相
互
主
観
性
の
確
保
）、（
二
）
普
遍
化
的
経
験
主
義
、（
三
）

経
験
と
論
理
の
二
元
論
、（
四
）
測
定
と
デ
ー
タ
処
理
の
科
学
的
手
続
き
の
重
視
、（
五
）
科
学
的
認
識
の
価
値
・
理
念
か
ら
の
自

由
、（
六
）
科
学
一
元
論
」
で
あ
る（
23
）。
サ
ン
‐
シ
モ
ン
は
観
察
さ
れ
た
事
実
を
強
調
す
る
だ
け
で
、
そ
こ
か
ら
理
論
を
構
築
す
る

方
法
論
を
欠
い
て
い
た
が
、
そ
れ
を
指
摘
し
た
コ
ン
ト
の
方
法
論
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
帰
納
法
論
理
に
ま
で
練
り
上
げ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
個
別
的
経
験
的
デ
ー
タ
を
一
般
化
さ
せ
る
に
は
推
論
の
規
則
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
規
則
な
い
し
論

理
は
経
験
的
な
も
の
で
は
な
く
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
デ
ー
タ
分
析
な
し
に
経
験
科
学
は
あ
り
得
ず
、
そ
し
て
デ
ー
タ
分
析
は
帰
納
的
な
思
考
過
程
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

そ
の
帰
納
的
な
思
考
過
程
が
、
演
繹
論
理
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
な
し
に
は
成
り
立
ち
得
な
い
。（
24
）
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サ
ン
‐
シ
モ
ン
か
ら
ミ
ル
ま
で
の
古
典
実
証
主
義
の
論
点
が
富
永
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
か
つ
て
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
経
験
論
と
帰
納
法
論
理
で
は
科
学
が
成
り
立
た
な
い
と
し
て
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
が
数
学
と
幾
何
学
を
導
入
し

た
の
と
同
じ
事
態
で
あ
り
、
議
論
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
感
が
あ
る
。

最
後
に
、
実
証
主
義
に
関
す
る
二
つ
の
事
典
項
目
を
見
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、
大
庭
健
他
編
『
現
代
倫
理
学
事
典
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
の
伊
藤
邦
武
筆
に
よ
る
記
述
で
あ
る
。
伊
藤
は
実
証

主
義
を
コ
ン
ト
が
創
始
し
た
も
の
と
し
、
コ
ン
ト
の
『
実
証
主
義
講
義
』
の
「
三
段
階
の
法
則
」
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
コ
ン
ト

は
「
実
証
的
な
知
識
を
評
価
し
て
神
学
や
形
而
上
学
の
無
効
を
宣
言
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
現
象
の
単
純
さ
複
雑
さ
に
よ

る
諸
科
学
の
相
違
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
、
物
理
的
な
現
象
と
社
会
的
現
象
は
単
純
さ
に
お
い
て
両
極
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
扱
う

科
学
は
互
い
に
還
元
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
」
の
に
対
し
て
、
コ
ン
ト
以
後
は
、
実
証
的
研
究
方
法
を
共
有
す
る
諸
科
学

が
「
互
い
に
還
元
可
能
な
も
の
に
組
織
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
が
有
力
に
な
」
り
、
そ
こ
か
ら
「
科
学
が
知
識
の
最

高
段
階
で
あ
り
哲
学
も
科
学
的
で
あ
る
べ
き
」
で
「
形
而
上
学
は
擬
似
科
学
で
あ
る
た
め
廃
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
立
場

が
鮮
明
に
な
っ
た
。
こ
の
代
表
が
功
利
主
義
と
論
理
実
証
主
義
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
規
定
に
従
う
か
ぎ
り
、
井
上
円
了
と
実
証
主

義
と
の
接
点
は
小
さ
い
、
な
い
し
は
、
接
点
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

二
つ
目
は
、
健
在
だ
っ
た
頃
の
ソ
連
の
教
科
書
を
思
い
出
さ
せ
る
、
小
松
攝
郎
編
『
哲
学
小
事
典
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
五
五

年
）
の
記
述
で
、
筆
者
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
実
証
主
義
は
物
質
存
在
を
〝
超
経
験
的
存
在
〞
と
し
て
退
け
、
唯
物

論
を
観
念
論
と
と
も
に
形
而
上
学
だ
と
し
て
非
難
し
た
が
、
物
自
体
す
な
わ
ち
物
質
存
在
や
本
質
＝
客
観
的
合
法
則
性
を
否
定
す
る

こ
の
傾
向
が
不
可
知
論
、
相
対
主
義
以
外
の
も
の
で
な
く
、〝
経
験
的
事
実
の
所
与
〞
が
感
覚
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

バ
ー
ク
リ
主
義
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。〝「
科
学
」
を
表
看
板
に
し
た
信
仰
主
義
〞
と
は
蓋
し
適
評
で
あ
ろ
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う
。」
と
し
、「
実
証
主
義
は
一
九
世
紀
以
来
の
労
働
運
動
と
唯
物
論
の
勃
興
に
対
す
る
思
想
反
動
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。」
と
評
し
て
い
る
。

実
証
主
義
に
対
し
て
、
か
た
や
厳
密
な
科
学
主
義
へ
の
展
開
可
能
性
を
見
、
か
た
や
コ
ン
ト
を
「
人
類
教
の
祖
」
と
し
反
動
思
想

と
し
て
葬
り
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
後
者
の
紋
切
り
型
の
評
価
は
い
ま
や
通
用
し
な
い
と
し
て
も
、
実
証
主
義
が
あ
ら
ゆ
る
理
論
を

否
定
す
る
傾
向
が
一
時
期
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
富
永
健
一
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
実
証
主
義
が
学
問
方
法
論
の
一

つ
で
あ
る
以
上
、
実
証
主
義
は
そ
の
論
理
的
普
遍
化
・
一
般
化
を
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
持
た
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
章

井
上
円
了
の
実
証
主
義

日
本
に
い
ち
早
く
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
を
導
入
し
た
西
周
は
、『
生
性
発
蘊
』
で
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
述
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
こ
の
書
は
、
ル
イ
ス
の
哲
学
史
（G

eorge H
enry Lew

es, The Biographical H
istory of Philosophy, 2.vol. 1845-46

）

の
超
訳
で
あ
る
が
、
右
の
点
を
考
え
る
参
考
に
な
る
。

夫
レ
現
今
ニ
在
テ
ハ
、
実
学
ハ
、
必
ス
事
実
ノ
視
察
上
ヨ
リ
、
立
ツ
ヘ
キ
コ
ト
、
人
々
皆
一
致
ス
ル
所
ナ
リ
、
然
モ
、
其
視

察
、
唯
一
端
ニ
在
テ
、
是
ヲ
以
テ
、
学
術
ノ
根
元
ト
ナ
ス
コ
ト
ハ
、
曾
テ
有
サ
ル
所
ナ
リ
、
蓋
シ
確
定
シ
タ
ル
理
ノ
講
究
ハ
、

総
テ
視
察
ニ
本
ツ
ク
ヲ
、
必
ト
ス
ト
雖
モ
、
其
視
察
ヲ
ナ
ス
前
ニ
、
既
ニ
多
少
、
理
ノ
講
究
ヲ
要
ス
、
是
レ
相
待
ツ
モ
ノ
ナ

リ
、
故
ニ
、
若
シ
見
象
ヲ
観
ス
ル
ニ
当
リ
、
是
ニ
依
テ
、
多
少
ノ
道
理
ヲ
、
理
会
シ
得
ル
ニ
非
レ
ハ
、
各
自
ノ
視
察
ヲ
合
シ

テ
、
是
ヨ
リ
工
夫
ヲ
施
ス
コ
ト
、
能
ハ
サ
ル
耳
ニ
非
ス
、
又
之
ヲ
記
得
ス
ル
コ
ト
モ
、
能
ハ
サ
ル
ヘ
シ
、
如
此
ク
ナ
レ
ハ
、
其

切
要
ナ
ル
事
実
ハ
、
屡
々
吾
人
ノ
、
知
覚
ニ
及
ハ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
、
故
ニ
、
理
ノ
講
究
モ
、
亦
屡
々
已
ム
可
ラ
サ
ル
ニ
出
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テ
テ
、
事
実
ノ
視
察
ハ
、
必
ズ
理
上
ノ
講
究
ヲ
待
テ
、
始
メ
テ
力
ヲ
得
、
而
シ
テ
正
シ
キ
理
上
ノ
講
究
ハ
、
必
ス
正
シ
キ
視
察

ヲ
要
ス
ル
ナ
リ

斯
、
理
上
ノ
講
究
ヲ
ナ
ス
ニ
ハ
、
事
実
ノ
視
察
ヲ
要
シ
、
視
察
ヲ
ナ
ス
ニ
ハ
、
講
究
ヲ
要
シ
テ
、
両
々
相
待
ツ
者
ナ
ル（
25
）

す
な
わ
ち
、
実
証
哲
学
は
事
実
の
観
察
を
基
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
理
論
を
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

井
上
円
了
は
『
哲
学
要
領
〔
前
編
〕』
で
哲
学
史
を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
の
第
五
五
節
は
コ
ン
ト
の
概
説
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

実
証
主
義
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

実
験
外
に
わ
た
る
諸
説
は
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
排
斥
し
、
事
物
の
本
体
、
起
原
等
は
到
底
我
人
の
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な

れ
ば
論
ず
る
を
要
せ
ず
と
断
定
し
て
、
形
而
上
に
関
す
る
諸
思
想
は
一
と
し
て
こ
れ
を
用
い
ず
。
し
か
し
て
我
人
の
論
ず
べ
き

も
の
は
ひ
と
り
実
験
の
範
囲
内
に
あ
り
と
唱
え
て
、
理
学
に
基
づ
き
て
哲
学
の
組
織
を
構
成
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
今
日
の
哲
学
者

の
多
く
実
験
に
基
づ
き
哲
学
の
解
釈
を
与
う
る
は
、
け
だ
し
氏
の
主
義
に
よ
る
も
の
な
り
。（
26
）

清
沢
満
之
も
「
西
洋
哲
学
史
講
義
」
で
コ
ン
ト
を
取
り
上
げ
、
そ
の
三
段
階
説
を
紹
介
し
た
あ
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
三
は
、
此
の
現
象
世
界
の
変
化
の
原
因
は
神
な
る
か
、
或
は
固
有
性
の
独
立
し
て
あ
る
も
の
な
る
か
、
其
等
の
こ
と
に
は

注
意
せ
ざ
る
な
り
。
只
だ
現
在
に
観
察
実
験
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
て
、
事
物
の
関
係
を
説
明
す
る
な
り
。
故
に
原
因
と
云

ふ
が
、
亦
た
別
に
勢
力
と
云
ふ
様
な
考
を
造
ら
ざ
る
な
り
。
只
だ
事
物
が
前
後
に
継
起
相
続
し
、
又
左
右
に
相
依
共
存
す
る
順
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序
を
説
く
の
み
な
り
。
此
に
至
れ
ば
、
原
因
結
果
と
云
ふ
こ
と
も
、
連
続
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
な
き
な
り
。
並
列
共
存
せ
る
の

み
な
り
。（
27
）

井
上
円
了
も
清
沢
満
之
も
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
が
経
験
的
事
実
の
み
を
原
理
と
す
る
点
を
強
調
す
る
が
、
コ
ン
ト
が
実
証
精
神
を

「
普
遍
的
良
識
」
と
言
い
換
え
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
「
あ
ら
ゆ
る
真
の
人
間
結
合
の
必
然
的
基
礎
た
る
知
的
共
同
」
で
あ
る
点
に
は

言
及
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
「
普
遍
的
」
な
「
良
識
」
な
い
し
「
知
的
共
同
」
と
い
う
観
点
こ
そ
、
実
証
主
義
の
歴
史
を
論
理

実
証
主
義
に
の
み
導
く
の
で
は
な
い
、
別
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
に
は
思
え
る
。

円
了
は
一
九
〇
九
年
に
公
刊
し
た
『
哲
学
新
案
』
で
哲
学
に
お
け
る
経
験
を
重
視
す
る
発
言
を
し
て
い
る
。

つ
ら
つ
ら
考
う
る
に
、
哲
学
の
立
脚
地
を
経
験
の
上
に
と
る
も
、
そ
の
経
験
中
に
す
で
に
物
心
の
両
存
を
予
想
せ
ざ
る
を
得

ず
、
ま
た
そ
の
起
歩
点
を
思
想
の
上
に
定
む
る
も
、
思
想
自
体
が
す
で
に
経
験
の
結
果
た
る
を
免
れ
ず
。（
28
）

思
想
は
経
験
の
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
実
証
主
義
の
原
点
で
あ
る
。
だ
が
、
経
験
が
物
心
両
存
を
「
予
想
す
る
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
物
心
が
な
け
れ
ば
経
験
が
成
り
立
た
な
い
、
す
な
わ
ち
、
経
験
は
物
心
を
前
提
と
す
る
と
解
釈
す
る
な
ら

ば
、
経
験
以
前
に
物
心
が
存
在
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
験
に
先
だ
つ
物
心
の
存
在
を
認
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
実
証
主

義
の
否
定
で
あ
ろ
う
。

故
に
余
の
総
合
は
、
物
界
も
実
在
せ
り
、
心
界
も
現
存
せ
り
と
し
、
物
心
両
界
を
起
点
と
し
て
、
絶
対
に
向
か
っ
て
進
み
、
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そ
の
結
果
絶
対
の
実
在
を
立
証
し
、
こ
れ
と
同
時
に
物
心
両
界
も
現
立
し
、
物
心
の
実
在
す
る
は
絶
対
の
現
存
す
る
ゆ
え
ん
、

絶
対
の
実
在
す
る
は
物
心
の
現
存
す
る
ゆ
え
ん
の
断
案
に
到
達
し
得
た
り
。（
29
）

円
了
に
よ
れ
ば
、
絶
対
は
物
心
の
現
存
を
前
提
と
す
る
。
物
心
か
ら
絶
対
に
向
か
う
の
で
あ
っ
て
、
絶
対
が
物
心
の
前
提
と
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
物
心
の
現
存
は
経
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
思
想
は
経
験
の
結
果
で
あ
る
。
だ
が
、
経
験
は
物
心
の
存
在
予

想
を
必
然
的
に
伴
う
。
予
想
は
す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
物
心
の
実
在
は
経
験
の
結
果
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。

吾
人
は
耳
目
等
の
感
官
を
有
す
。
こ
れ
す
な
わ
ち
心
内
よ
り
身
外
を
う
か
が
う
べ
き
唯
一
の
窓
な
り
。
し
か
し
て
こ
の
心
窓

に
映
じ
き
た
る
対
境
を
客
観
と
い
う
。
こ
の
客
観
界
の
真
相
を
観
察
す
る
は
、
余
の
い
わ
ゆ
る
外
観
な
り
。
も
し
客
観
の
大
初

に
さ
か
の
ぼ
り
、
い
か
に
し
て
世
界
の
開
発
せ
し
か
、
い
か
に
し
て
万
物
の
生
起
せ
し
か
を
究
明
す
る
は
、
縦
観
に
し
て
、
目

前
の
世
界
を
解
剖
分
析
し
、
そ
の
体
の
な
に
も
の
よ
り
成
る
か
を
開
説
す
る
は
、
横
観
な
り
。（
30
）

外
観
は
宇
宙
の
一
面
の
所
見
に
す
ぎ
ず
、「
更
に
内
界
す
な
わ
ち
心
内
の
方
面
」
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
作
業
を

内
観
と
い
う
。
し
か
し
外
観
内
観
を
総
合
し
、
そ
れ
に
表
観
と
裏
観
を
加
え
て
、
最
終
的
に
は
そ
れ
ら
い
っ
さ
い
を
総
合
集
成
し
た

相
含
論
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
な
る
と
、
実
証
主
義
も
非
実
証
主
義
も
論
外
と
な
る
の
で
、
話
を
戻
す
こ
と
に
し
よ

う
。一

八
九
四
年
の
「
妖
怪
学
講
義
巻
ノ
一
」（
第
三
版
、
一
八
九
七
年
）
総
論
第
五
〇
節
で
は
方
法
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
円
了

に
よ
れ
ば
、「
世
の
妖
怪
は
因
果
の
原
形
の
誤
り
よ
り
生
ず
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
こ
れ
を
事
実
の
上
に
応
用
す
る
の
誤
り
よ
り
生
ず
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る
こ
と
、
す
で
に
明
ら
か
な
り
」
と
い
う
。
こ
れ
を
解
明
す
る
方
法
は
論
理
学
の
帰
納
法
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
契
合
法
、
差
異

法
、
合
同
法
、
残
余
法
、
共
変
法
の
五
種
あ
る（
31
）。
こ
の
詳
細
な
検
討
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
方
法
論
を
駆
使
し
て
世
の
い
わ
ゆ

る
妖
怪
を
分
析
す
る
と
、
そ
れ
は
真
正
の
妖
怪
で
は
な
い
。
仮
怪
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
怪
は
物
怪
と
心
怪
に
分

け
ら
れ
、
物
怪
は
物
理
的
妖
怪
の
略
称
で
鬼
火
や
不
知
火
な
ど
、
心
怪
は
心
理
的
妖
怪
の
略
称
で
奇
夢
や
霊
夢
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
物
怪
と
心
怪
の
間
に
さ
ら
に
物
心
相
関
の
妖
怪
が
あ
り
、
コ
ッ
ク
リ
、
催
眠
術
、
魔
法
、
幻
術
な
ど
で
あ
る（
32
）。
物
怪
を
さ

ら
に
分
類
す
る
と
、
物
理
学
的
妖
怪
（
光
線
の
反
射
屈
折
等
よ
り
生
ず
る
変
象
の
ご
と
き
も
の
）、
化
学
的
妖
怪
（
諸
元
素
の
包
合

分
解
に
よ
り
て
生
ず
る
変
象
の
ご
と
き
も
の
）、
天
文
学
的
妖
怪
（
彗
星
、
流
星
の
ご
と
き
も
の
）、
地
質
学
的
妖
怪
（
化
石
、
結
晶

石
の
ご
と
き
も
の
）、
動
物
学
的
妖
怪
（
熱
田
の
鶏
の
類
）、
植
物
学
的
妖
怪
（
下
加
茂
の
柊
の
類
）
等
々
と
な
り
、
心
怪
も
、
外
界

に
現
ず
る
も
の
（
幽
霊
、
鬼
神
、
悪
魔
、
天
狗
の
類
）、
他
人
の
媒
介
に
よ
っ
て
行
う
も
の
（
巫
覡
、
降
神
術
、
人
相
、
墨
色
、
九

星
、
方
位
、
卜
筮
、
祈
禱
、
察
心
、
催
眠
の
類
）、
自
己
の
身
心
上
に
発
す
る
も
の
（
夢
、
眠
行
、
感
通
、
神
通
、
幻
覚
、
妄
想
、

諸
精
神
病
の
類
）
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る（
33
）。

こ
の
よ
う
に
最
新
の
学
問
的
な
成
果
を
受
け
入
れ
て
妖
怪
を
説
明
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
必
然
的
に
「
経
験
的
説
明
法
」
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
と
円
了
は
言
う（
34
）。
物
理
的
妖
怪
も
心
理
的
妖
怪
も
経
験
的
説
明
法
で
解
決
で
き
る
。
だ
が
そ
れ
で
は
説
明
で
き

な
い
妖
怪
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
円
了
は
こ
れ
を
「
真
怪
」
と
呼
ぶ
。

と
こ
ろ
で
、
人
知
発
達
時
代
の
第
一
期
は
感
覚
時
代
で
あ
る
。

感
覚
時
代
と
は
、
万
有
の
解
釈
を
与
う
る
に
、
吾
人
の
感
覚
に
て
見
聞
し
得
ら
る
る
、
形
質
上
の
も
の
の
み
に
よ
り
て
説
明

を
与
う
る
時
代
な
り
。
け
だ
し
当
時
の
人
知
い
ま
だ
無
形
無
質
の
も
の
を
考
う
る
に
至
ら
ず
、
一
切
の
事
物
は
み
な
感
覚
以
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内
、
経
験
以
内
に
と
ど
め
、
た
と
い
物
心
の
二
元
あ
る
を
知
る
も
、
と
も
に
有
形
質
の
も
の
と
信
じ
、
物
質
上
の
説
明
を
与
え

り
。」（
35
）

第
二
期
は
想
像
時
代
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
有
形
質
の
ほ
か
に
無
形
質
の
存
在
に
気
づ
き
、「
経
験
以
外
に
無
形
世
界

を
想
立
す
る
に
至
る
」。
無
形
世
界
は
心
的
世
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
。「
鬼
神
も
死
後
の
世
界
も
、
み
な
こ
れ
を
無
形
と
し
て
想
像
す

る
。」
感
覚
時
代
に
は
風
雨
山
川
み
な
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
霊
が
あ
る
と
考
え
多
神
を
信
じ
た
が
、
想
像
時
代
に
は
そ
う
し
た
多
神
を
無

形
的
に
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
、「
多
神
の
上
さ
ら
に
一
神
あ
る
と
想
定
す
る
に
至
る
」（
36
）。

第
三
期
は
推
理
時
代
で
あ
り
、
虚
構
や
想
像
を
交
え
ず
確
実
な
推
理
に
よ
っ
て
有
形
無
形
を
考
察
す
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
「
今

日
の
学
術
時
代
」
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
至
っ
て
ま
だ
妖
怪
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
迷
誤
に
す
ぎ
な
い
。
迷
誤
が

生
じ
る
原
因
を
取
り
除
く
に
は
つ
ぎ
の
点
に
注
意
す
れ
ば
良
い
。

第
一
、
世
間
に
伝
う
る
妖
怪
は
、
こ
と
ご
と
く
事
実
と
し
て
信
拠
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
。

第
二
、
知
識
、
学
問
の
進
む
に
従
っ
て
妖
怪
の
減
少
す
る
こ
と
。

第
三
、
論
理
作
用
の
誤
謬
に
よ
り
て
妖
怪
を
生
出
す
る
こ
と
。（
37
）

要
す
る
に
、
実
証
主
義
の
精
神
に
よ
る
諸
事
の
考
察
を
円
了
は
推
奨
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実

証
主
義
の
精
神
で
は
解
明
で
き
な
い
も
の
ご
と
が
な
お
存
在
す
る
（
そ
れ
が
円
了
の
言
う
「
真
怪
」
で
あ
る
）
と
円
了
は
考
え
る
。

そ
れ
は
、
従
来
一
般
の
実
証
主
義
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
容
認
し
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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だ
が
ま
た
否
定
接
続
詞
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
も
の
ご
と
を
現
実
の
生
活
過
程
か
ら
捉
え
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
成
り
立
た
し

め
て
い
る
根
源
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
偽
怪
、
誤
怪
、
虚
怪
、
仮
怪
が
学
問
的
に
除
去
し
う
る
と
し
て
も
、
柳
田
国
男
が
全
国
各
地

を
歩
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
妖
怪
は
な
お
人
び
と
の
日
常
生
活
か
ら
完
全
に
払
拭
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
円
了
の
言
う
真
怪
は
、
こ
れ
ら
偽
怪
、
誤
怪
、
虚
怪
、
仮
怪
と
は
ど
こ
か
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
真
怪
と
偽
怪
等
々
が
渾
然
一
体
と
し
て
あ
る
の
が
常
民
の
生
活
世
界
の
実
相
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
お
そ
ら
く
円
了

自
身
も
知
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
彼
は
全
国
行
脚
の
際
に
各
地
の
民
俗
調
査
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
円
了
は
全
国
津
々
浦
々
を
歩
き

訪
ね
た
が
、
そ
れ
は
、
妖
怪
と
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
啓
蒙
的
な
講
演
を
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
人
び
と
が

恐
れ
ま
た
敬
っ
て
い
る
妖
怪
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
そ
れ
こ
そ
実
証
主
義
的
に
調
べ
た
う
え
で
、
そ
の
真
相
を
解
明
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

『
日
本
周
遊
奇
談
』（
一
九
一
一
年
）
を
見
る
と
、
円
了
が
、
日
本
を
代
表
す
る
民
俗
学
者
の
柳
田
国
男
に
け
っ
し
て
ひ
け
を
と
ら

な
い
ほ
ど
に
全
国
津
々
浦
々
で
民
俗
調
査
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
ご
く
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
寒
地
の
酒
・
醤
油
、

北
海
の
離
れ
島
、
日
薩
肥
の
天
気
予
報
。
ふ
く
ろ
う
の
鳴
き
声
、
蚊
の
名
所
、
豆
の
話
。
あ
る
い
は
、
北
海
道
の
馬
、
馬
車
の
渡

船
、
犬
税
。
山
水
温
泉
、
名
称
旧
跡
、
名
物
七
奇
。
町
村
の
珍
名
、
火
風
の
有
無
。
衣
服
飲
食
に
関
し
名
物
う
な
ぎ
、
ふ
ぐ
の
異

名
。
異
様
の
風
呂
、
仏
壇
の
位
置
等
、
神
社
と
森
林
、
寺
院
の
奇
名
、
五
島
の
ヤ
ソ
教
徒
、
犬
神
の
勢
力
、
河
太
郎
の
怪
、
友
引
の

俗
説
、
山
神
の
相
談
。
大
島
の
産
婚
、
八
丈
島
の
葬
式
、
田
畑
の
輪
耕
、
淡
路
の
結
髪
、
闘
牛
、
隠
岐
の
盆
踊
り
。
同
姓
同
名
、
各

地
方
の
方
言
、
お
月
様
の
童
謡
、
諏
訪
糸
取
り
歌
、
江
州
の
倹
約
、
娑
婆
の
地
獄
、
笑
門
福
来
、
四
国
遍
路
、
オ
ソ
メ
風
、
蕎
麦
の

薬
味
、
寝
言
の
効
能
、
果
て
は
糞
紙
の
代
用
に
つ
い
て
、
等
々
。
民
俗
学
事
典
の
項
目
を
見
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
ら
を
円

了
は
現
地
で
み
ず
か
ら
見
聞
し
て
記
録
し
て
い
る
。
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ま
た
、『
お
ば
け
の
正
体
』（
一
九
一
四
年
）
で
は
、
横
浜
の
人
魂
騒
ぎ
、
不
知
火
の
説
明
、
稲
荷
の
祟
、
怪
獣
退
治
、
魔
境
の

話
、
幽
霊
灯
台
、
天
狗
の
呼
び
声
な
ど
が
記
録
さ
れ
、『
迷
信
と
宗
教
』（
一
九
一
六
年
）
で
は
、
離
島
の
迷
信
、
四
国
の
迷
信
、
北

海
の
迷
信
、
全
国
共
通
の
迷
信
、
怪
火
、
天
変
、
天
狗
、
幽
霊
、
迷
信
の
利
害
な
ど
の
ほ
か
、
西
洋
や
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
の
迷
信
に

ま
で
話
が
及
ん
で
い
る
。
井
上
円
了
の
主
著
の
一
つ
で
あ
る
『
妖
怪
学
講
義
』
全
六
巻
（
一
八
九
六
年
）
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
実
証

主
義
的
精
神
に
基
づ
く
調
査
研
究
の
総
決
算
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
こ
こ
ま
で
に
実
証
主
義
的
な
調
査
・
解
明
の

努
力
を
重
ね
て
も
な
お
明
ら
か
に
し
え
な
い
こ
と
が
ら
が
あ
る
。
そ
れ
が
真
怪
で
あ
る
と
円
了
は
言
う
。

『
真
怪
』
と
い
う
著
作
は
、
一
九
一
九
年
六
月
六
日
に
井
上
円
了
が
旅
先
の
大
連
で
客
死
す
る
そ
の
約
三
ヶ
月
前
の
三
月
一
六
日

に
公
刊
さ
れ
た
。
こ
こ
で
円
了
は
あ
ら
た
め
て
虚
怪
と
仮
怪
と
真
怪
を
区
別
し
て
、
世
間
に
伝
え
ら
れ
る
「
千
妖
百
怪
の
疑
団
」
は

科
学
的
に
容
易
に
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
物
と
は
何
か
、
心
と
は
何
か
、
あ
る
い
は
時
間
や
空
間
の
限
り
な
さ
に
つ
い
て
と

い
っ
た
問
題
は
ま
さ
に
真
怪
の
名
に
値
し
、
こ
れ
は
容
易
に
解
く
こ
と
が
で
き
ず
、「
幽
玄
の
深
雲
の
中
に
入
り
て
、
一
歩
も
進
む

こ
と
で
き
ず
、
知
識
も
は
ね
つ
け
ら
れ
、
道
理
も
自
滅
し
て
し
ま
う
」（
38
）
と
言
う
。
そ
し
て
、「
迷
雲
を
払
っ
て
真
月
を
見
よ
、

妄
眼
を
ぬ
ぐ
っ
て
真
怪
に
接
せ
よ
」
と
い
う
句
を
残
し
て
、
円
了
は
他
界
す
る
。

も
の
ご
と
を
物
で
説
明
し
た
り
（
唯
物
論
）、
心
で
説
明
し
た
り
（
唯
心
論
）
す
る
こ
と
は
容
易
だ
が
、
で
は
物
と
は
何
で
あ
り

心
と
は
何
で
あ
る
か
と
さ
ら
に
問
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
容
易
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
も
の
は
、
ま
さ
に
お
の
ず
か

ら
あ
る
が
ま
ま
・
な
る
が
ま
ま
の
自
然
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
哲
学
の
実
践
家
で
あ
り
仏
教
の
実
践
家
で
あ
っ
た
井
上
円
了

は
、
学
者
や
仏
門
僧
侶
と
は
な
ら
ず
に
、
哲
学
と
仏
教
を
日
本
に
お
い
て
活
か
す
〈
場
〉
と
し
て
教
育
の
道
を
進
ん
だ
。
そ
し
て
円

了
が
最
後
に
行
き
着
い
た
教
育
の
場
は
、「
万
物
万
端
を
備
具
せ
る
大
学
校
」
で
あ
り
、
広
大
無
辺
の
こ
の
世
界
す
な
わ
ち
自
然
で

あ
っ
た（
39
）。
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「
星
辰
も
教
師
な
り
、
山
川
も
教
師
な
り
、
な
い
し
禽
獣
虫
魚
、
木
竹
草
苔
み
な
教
師
な
ら
ざ
る
な
し
。
そ
の
範
囲
無
限
と
い

う
べ
し
。」

西
周
は
、
ル
イ
ス
の
哲
学
史
を
参
考
に
し
つ
つ
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
を
日
本
に
紹
介
し
た
が
、
西
に
よ
れ
ば
、
実
践
哲
学
は
事
実

の
観
察
を
基
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
理
論
を
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
井
上
円
了
に
お
い
て
は
、
事
実
の
観
察
と
理
論
の
考

察
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
考
察
を
し
尽
く
し
た
先
に
な
お
解
明
す
べ
き
世
界
が
あ
り
、
そ
れ
が
真
怪
で

あ
る
。
井
上
円
了
の
哲
学
は
、
実
証
主
義
を
尽
く
し
た
う
え
で
実
証
主
義
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
真
怪
が
存
在
す
る
、
と
認
め
る
と
こ

ろ
か
ら
よ
う
や
く
始
ま
る
。
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